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<はじめに>
障害のある人々の高等教育に関して、さまざま
なな困難をできるだけ軽減するための支援体制が
検討され、多くは各大学の学生支援センターが中
心となり、施設設備等の環境整備や、修学手続き
や受講のためのサポートなどハード面 ・ソフト面
の改善に取り組んでいます。
障害学生とは、身体障害又は発達上の障害を有
する者で、大学教育を受け学生生活を送る際に、
長期的又は一時的に相当な制限を受ける人をいい
ます。すでに大阪大学や筑波大学、淑徳大学、日
本福祉大学等多くの大学に 「障害学生支援室 (セ
ンター)」が設置され、実質的な支援に取り組ん
でいますが、そのほとんどが身体障害 (視覚障害 ・
聴覚障害 ・肢体不自由)で、発達障害を有する学
生についての具体的な支援体制が未だ確立してい
ないのが現状のようです。
今回、障害学生の修学支援について、発達障害
学生を中心にして、その必要性を学生相談の立場
から述べてみたいと思います。
<障害学生支援センター (支援室)について>
障害学生への修学支援の歴史は古く、視覚障害
者や聴覚障害者、身体障害者の入学に関する制限
はかなりの部分で取り除かれ、点字受験や時間延
長等の特別試験体制がとられたり、構内バリアフ
リー、点字表示、わかりやすい視覚情報の提供な
ど入学後の勉学や生活条件の改善が行われていま
す。
大阪大学障害学生支援室では支援に関する要項
の中で、その目的を 「この要項は、基本的人権を
擁護する大阪大学憲章の理念に則り、障害を有す
る学生がその能力に応じ、大阪大学において十分
な教育を受けるとともに、豊かな学生生活を実現
し、もって社会に貢献しうる人材として成長する
ために、適切な配慮のなされないことによる不利
益を被ることがないよう、総長及び教職員の責務
を明確にし、及び必要な支援方策の策定とその実
施に関する基本的な事項を定めることを目的とす
る。」と明記しています。その定義には、「障害を
有する学生」として、F身体障害または発達障害』
とあり、これまでの障害の概念枠を拡げた対応が
記されている点が注目されます。日本福祉大学障
害学生支援センターにおいても、「障害学生」と
して 『視覚障害 ・聴覚障害 ・肢体不自由・内部疾
患 ・高次脳機能障害 ・発達障害』を明記し、より
広汎な概念の障害を視野に入れた対応を目指して
います。しかしながら、その具体的な対応につい
て明記してあるのは身体障害のある学生に対する
ものであり、発達障害学生については、これまで
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の他の障害の対応に準じたものが準備されている
だけで、その特性に応じた具体的な対応は明らか
にされているとはいえません。 そ の他、障害者
支援担当者やセンターとして、東京大学バリアフ
リー支援室、広島大学障害学生支援ボランティア
活動室等が挙げられます。そのほかに筑波大学や
立命館大学などで、支援制度やボランティア支援
のプログラムがあります。
支援センター (支援室)でその基盤となってい
る考え方の一つに、ユニバーサルデザインの考え
方があります。ユニバーサルデザインとは、「す
べての人にとって、できる限り利用可能であるよ
うに、製品、建物、環境をデザインすることであ
り、デザインの変更や特別仕様デザインを必要と
するものであってはならない (without the
need for)。」と定義されています (ノー スカロラ
イナ州立大学ユニバーサルデザインセンター)。
そして、「誰もが公平に利用できること」「使う上
で自由度が高いこと」「使い方が簡単ですぐにわ
かること」「必要な情報がすぐに理解できること」
「ミスや危険につながらないこと」「無理な姿勢を
とらないで、少ない力でも楽に使用できること」
「アクセスしやすいスペースと大きさを確保する
こと」のユニバーサルデザイン7原則が示されて
います。
この考えをさらに進めると、大学教育の充実、
つまり、学生に対して直接教育活動をおこなう大
学教員一人一人の教育活動にも及ぶことになりま
す。個々の教員が、障害学生を視野に入れた授業
内容 ・方法に向けて改善を図り、大学全体でそれ
ぞれの大学の教育理念 ・教育目標がすべての学生
に対して達成されるように教育内容 ・方法につい
て組織的な研究 ・研修を実施することが重要になっ
てきます。福岡教育大学では、大学における障害
学生への支援の充実をファカルティ・ディベロッ
プメントの一つとして取り組んでいます。
<発達障害に特定された困難さ>
筆者は、平成15年度より、全国大学保健管理研
究集会や全国学生相談学会、全国学生相談研究会
議等において、発達障害学生に対する学生相談の
事例を発表し、修学に関する支援の重要性を提言
してきましたが、当時、実際に困難さを感じてい
る相談担当者は非常に少ないのが実態でした。し
かし、わずかながらも、「これまでうまくいかな
かった相談に中で、発達障害学生がいた可能性が
ある」という意見や、「すでに診断されている学
生の対応で、通常の学生相談だけではうまくいか
ず、学内の事務職、教員、学生の理解と協力、そ
して、修学に際しての特別の配慮が必要だと感じ
ている」という意見があったのも事実です。わず
か2～3年前ではありますが、教育界では知的障
害を伴わない軽度発達障害児 ・者が高等教育の場
に入学してくることを想定できないのが現状だっ
たといえます。
現在、軽度発達障害 〔学習障害 :Learning Di
sOrder(LD)・注意欠陥多動性障害 :Attention
Deficit/Hyperactivity Disorder(ADHD)0
広汎性発達障害 :Pervasive developmental dis―
order(PDD)の中で知的障害を伴わない高機
能自閉症 :High―functioning Autism(HFA)、
アスペルガー症候群 :Aspergers Syndrome
(AS)〕のある障害学生の支援について、独立法
人国立特殊教育研究所等で支援体制に関する研究
がすすめられています。研究所では、小学校 ・中
学校での軽度発達障害児への支援をその始まりと
して、幼稚園 ・保育所,高等学校の支援、そして、
大学 ・短期大学の在籍する障害学生の修学支援に
取り組み始め、そのガイドラインを 『発達障害の
ある学生支援ガイドブックー確かな学びと充実し
た生活をめざして一』として発行しました。
ガイドブックの中から、いくつかの典型的なエ
ピソードと彼らの内面を記述し、そして、最後に
筆者が執筆担当した 『発達障害のある学生の 「卒
業」に向けた支援』を紹介したいと思います。
発達障害学生の理解と修学支援ついて
ェ ピソー ド1:
Aさんは、入学直後、履修に関する手続き
がわからず、教務係に質問に行きました。
担当の事務員は丁寧に教えてくれ、「また、
わからないことがあったらいつでも聞きに来
てください」と言ってくれました。Aさんは
非常に助かり、困ったことがあったらいつで
もここに来ればいいんだと思いました。
翌日からAさんはわからないことがあると
教務係へ質問してくるようになりました。距
離感がつかめない感じで、自分で判断できそ
うなことも聞いてくるので、職員は戸惑いを
!感 じています。              |
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エピソー ド2:
Bさんは高校までの授業とは違って、大学
は授業担当者が自分のペースでどんどん話を
進めていく授業形態についていくことができ
ませんでした。予習するのですが、読むこと
に時間がかかり、いくつもの授業の予習を平
行 してするには限界があります。
試験も論述式が多く、時間内に論点を絞っ
て答案を作成することが難しく、結果的に必
修教科の単位を落としてしまいました。
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エピソー ド3:             !
Cさんは、大学生になってアルバイ トを始 |
めました。自分なりに一生懸命に働いている !
つもりなのですが、いつも店長から注意され |
てしまいます。ある時。Cさんにとっては突 |
然、理由もなく、「明日から来なくてもいい」 |
と解雇されてしまいました。        |
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わからない。たぶん、いじめだと思う。 |
エピソード1のAさんは、社会性 ・コミュニケー
ションの困難さを持つ人たちによくあるエピソー
ドです。社会性やコミュニケーションの問題を生
じさせている背景の一つには、その場の状況を理
解する判断が一般的な社会生活で中心となる理解
の仕方と違うことが挙げられます。具体的にエピ
ソードを見ていきましょう。教務係は、新入生が
初めてのことで当然わからないと思われることを
教えましたが、「また、わからないことがあった
らいつでも聞きに来てください」という言葉は、
本当に字義通りの意味もありましたが、社交辞令
的な挨拶としての意味もそこにはあったわけです。
ですから、その場には実際的な言葉のやりとりは
なくても、 《あとは、ほとんど聞かなくてもわか
るだろう》 《学生生活案内をちゃんと見ればわか
るはず》 《どうしてもわからなかったら、聞きに
きなさい》という社会的な暗黙の了解があったわ
けです。一般的には、学生も教務係の言外の意味
をくみ取っているはずで、このような非言語的な
コミュニケーションが言語的コミュニケーション
に平行してお互いの間を行き来するのが通常の理
解だといえます。このような実際の言葉のやりと
りの背景にある文脈を、社会生活の中で自然に学
習することが難しいタイプの人たちが、軽度発達
障害のある学生の一つのタイプとしてあげられま
す。このケースでは、周囲の人たちがAさんの距
離感のなさにス トー カー的な異常性を感じ、精神
障害の可能性を疑って相談担当者に相談に訪れる
場合があるようです。Aさん自身にはそのような
認識はまったくなく、親切な教務係に対して全面
的な信頼をもち、教務係の戸惑いを察することも
できず、これまで通りに頻繁に質問に来続けるわ
けです。
エピソード2のBさんは、知的な遅れはないの
ですが、読むことやまとめることに時間がかかり、
聞いたり書いたりまとめたりということを同時並
行的に実行することが難しいタイプの人たちによ
くあるエピソードです。高等学校までは、教員が
教科書や資料、補助教材や視覚教材等を効果的に
使用し、授業を組み立ててくれます。また、定期L . . _ . . _ . 。 _ i__¨"二._“_…三二i_“_J
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的なテストでこまめに到達度を確認し、補習授業
などで補ってくれるシステムがあります。生徒の
側からすれば学校でわからない場合、塾や家庭教
師で弱点を補い、通信教育等でさらに補充するこ
とも可能です。つまり、同じ教科の内容を、学校
と塾、家庭教師という複数の学習形態により繰り
返し指導されることになり、一度の機会で習得す
ることが難しい生徒も、繰り返しの中で定着する
可能性が多くなります。
大学ではそういうわけにはいきません。授業時
間は90分。専門分野や教員の特性に応じて授業の
形態はまったく異なるのが普通です。しかし、た
とえば 「読むこと」が不得意な学生の場合、非常
に難しい状況がおきてきます。当たり前のことか
もしれませんが、大学で必要なことをすべて教員
が教えてくれるのではなく、自分で情報を集めて
学ぶことが期待されます。専攻によっては多くの
文献を読むことが要求されるでしょう。授業だけ
でなく大学制度の理解や、事務手続きの場合も
「読む」力が求められます。高校時代のようにク
ラス単位で学級担任が親切に指導してくれるわけ
ではないので、自分で資料を読み、対処しなけれ
ばならない場合もあります。読み障害のある大学
生は、知的能力が低くて理解できないのではなく、
「読む」という手段を用いて情報を取り入れる部
分が困難なのです。そのため、同じ内容を耳で聞
けば問題なく理解できる場合があり、その機会が
ないために困難に直面している場合があります。
エピソード3のCさんは、自分の行動や生活上
の様々な事柄をうまく調整し、現実的な生活を円
滑に送ることに非常に困難さを持つタイプの人た
ちです。大学生活は必要な単位の授業科目を選択
するところから始まり、履修届を提出し、授業に
間に合うように出席しなければなりません。サー
クルに入れば、練習時間を確保しなければならず、
アルバイトやコンパを合間に入れ、そして、一人
暮らしをしていれば洗濯、掃除、食事、ゴミ出し
等の日常生活をこなさなくてはなりません。この
ように言うと、「そんなことは、一人暮らしをす
れば誰でも直面する困難さであって、特に問題に
はならない」と言う人が多いでしょう。この言葉
には、 く誰でもやっているのに、なぜできないの
か。努力や工夫が足りないんじゃないの?その程
度のことをできない理由にするなんて…〉という
ように意見をしたくなる気持ちがともなってきま
す。
前述した 「発達障害のある学生支援ガイドブッ
ク」には、実際に診断を受けたご本人が、実名で
その困難さの実態を紹介しています。大学3年生
の時にADHDと診断を受けたMさんは、ご自身
の困難さを他者にわかってもらうことの困難さを
次のように表現しています。
『じっと座って先生の話を聴き続けることがつ
らい、忘れ物やなくし物が多い、あるいは期日ま
でに課題を仕上げるのが難しい、といったことを
説明すると、ほとんどの場合 「誰でもそういうこ
とはあるんじゃないの?」と言われてしまいます。
相手は 「誰にでもあることだから、心配すること
はないよ」と、励ましてくれているのだと思いま
すが、ADHDを持つ私の場合、このような誰に
でも起こりうる問題が、通常よりはるかに頻繁か
つ深刻な形で起こるために困り果てているのです。』
この 「誰にでもあること」が、通常の回数をは
るかに超えて、ほとんどすべての事柄において起
こってしまうとしたら、本人の苦しさは非常に大
きなものになります。Mさんの大学生活では、や
はり履修登録や奨学金関連の書類の提出を忘れる、
間違える、覚えていたけど当日になって必要な書
類がそろっていなかったなどで、背景には、予定
管理の能力、実際に実行に移す際の行動企画が難
しかったようです。このようなことがたびたび起
こると、実際の生活に支障をきたすことはもちろ
ん、他者から信用されなくなり、自分自身として
も情けなくて自己否定感が強くなります。幼い頃
にこのような体験をすると、自己防衛的になった
り、不安や孤独感を強くもってしまう場合もあり、
年長になるにつれ失敗したくないあまりに、社会
生活から退却したくなる人もいるようです。
Mさんは、さらにこのように続けています。
『障害を説明した相手に 「誰でもそうだよ」と
発達障害学生の理解と修学支援ついて
言われてしまうと、やはり 「十分理解してもらえ
なかった」という印象を持たざるを得ません。私
は相手のこうした反応に戸惑い、ADHDが障害
であることを何とか理解してもらおうとし、脳の
生来的な問題から起こっていることや、症状の改
善のために薬を飲んでいることを話しました。し
かし、障害としてのADHDを強調しすぎたこと
で、今度は相手が引いてしまう形になり、よけい
な不安を与えるだけの結果に終わってしまいまし
た。
こうした経験から、私は特に必要がない限り、
自分からはADHDのことを話さないようにして
います。しかし、もう数年してADHDという言
葉がもっと一般的になってくれれば、もっと楽に
話せるようになると思っています。』
Mさんの言葉から、F困難さ』を 「誰でもある
こと」と理解されるのも、「障害」と理解される
のも、本人の実感にフィットしないばかりか、わ
かってもらえないむなしさと孤独感が強まるだけ
になることが伝わってきます。
筆者が発達障害学生の相談を受けていて、上述
のMさんと同様の訴えを聞くことがあります。自
分にはできないことが、一般の学生は事もなげに
できている、友人がごく普通に学生生活を送り、
忙しさをむしろ楽しんでいるように見えるのに、
自分は授業に行くことすら手間取ってしまうし、
サークルと授業の日程調整ができずに、当たり前
のことができない。そういう自分が情けなくて仕
方ありません。高校生まで困難さを感じながらも、
まじめさと繰り返しで、一生懸命に学校生活を送っ
てきた人たちが多いのですが、大学に来て、「いっ
たい、自分の何がよくないのか。なぜ、普通のこ
とができないのか」という自分に対する漠然とし
たわからなさに、途方に暮れているというところ
が実感なのではないでしょうか。
筆者は、軽度発達障害の臨床像を 「障害」とい
う枠組みで描くことに違和感を感じています。た
しかに、社会生活を送る上での困難さは大きく、
周囲の理解がないと本人の困難さは解決されない
ばかりか、その特性がより強調した形で顕在化し
てしまい、周囲との関係性がさらに悪化したり、
本人が精神的な問題や社会的な問題を引き起こす
場合もあります。しかしながら、一般的に 「障害」
のある人を治療 ・教育していくときに、その 「障
害」の部分に特化した指導をおこなわれやすく、
本人のためという名目で、行動統制プログラムが
施されることが多いように思います。現実生活を
送る上で、修正していくべきことは多いと思いま
すが、その前に、『本人が困難と感じること』と、
『私たちが、彼らが困難と思うこと=障害』が、
実際に実感としてイコールなのかという疑間につ
いて考えてみたいと思っています。『混沌とした
自分に対するわからなさ』を、『自分』から少し
距離を置いたところに置き、『自分にある 《混沌
としたわからなさ》の正体』を、『自分』が少し
でも学校生活を過ごしやすくするために工夫して
いこうとするイメージを持って向き合う方が、何
となくぴったりするような気がしているのです。
それを 「障害」というのだろうかという問いかけ
を、いつも心の片隅に置きながら、彼らの困難さ
に耳を傾けていると、もっとぴったりする表し方
があるのではないだろうかという思いがわき上がっ
てくるのです。
<本人からのメッセージ:ニキリンコ氏の場合>
ニキリンコ氏は、成人になってから広義の自閉
症のうちの言語発達に遅れのないサブタイプ、ア
スペルガー症候群という診断を受けた女性です。
氏は、「障害学の主張」(明石書店)で 「自閉」と、
その困難さについて興味深い記述をしています。
以下、彼女の記述を通して、「障害」と 「困難さ」
について、考えていきたいと思います。
彼女は本書の中で 「自閉症」から 「症」という
文字をあえて外して、持論を展開しています。
「自閉」という用語を広義のautismの意味で
用い、「症」 という文字をあえてはずのは、
autismは障害ではあっても疾患ではないと考え
るからである。重複障害の治療、心身の機能を高
める訓練など 「状態のよい自閉者」になるための
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手助けは有益だが、自閉そのものは病気ではない
と考える筆者にとって、自分の原稿の中でまで、
疾患を連想させる 「症」という字が含まれる用語
を使うのは愉快なものではない。もちろん、「自
閉症」が正しい用語なので、必要な場面では当然
そちらを使うが、本稿では、引用部分を除き、筆
者自身に苦痛の少ない 「自閉」を用いる。
もう一つの理由は、スペクトラムの中でも最も
健常に近い人たち、お、だんは特に援助を必要とせ
ず、自立生活が送れる人たちを排除しないためで
ある。自閉とは連続的なものなので、非常に軽度
の人々は、次第に 「ちょっと偏った健常者」の中
へと溶け込んで消えていく。つまり、この世界に
は、自閉的センスや嗜好を共有しながらも、それ
がひどい障害にはなっていない人々がたくさんい
ることになる。生活にひどい支障が出ていない以
上、診断など臨床場面では障害と区別する必要が
ある。しかし、センスや嗜好の近さ、当人の帰属
意識などは、機能レベルとは独立の問題だし、臨
床家に線引きを委ねる必要があるとは思えない。
(「障害学の主張」P180)
この感覚は、筆者の軽度発達障害児 ・者との臨
床場面で感 じる感覚と非常に近いものであり、
「障害」や 「治療」、「指導プログラム」に対する
違和感に納得する説明がされたように感じました。
私たちが 「自閉」とみる世界がまったく異質な世
界ではなく、連続体として、「自閉的な傾向があ
る」センスや嗜好が存在すると考えるのです。大
切なことは、生活にひどい支障が出ないような手
助けをすることであり、「自閉」を治すことでは
ないというメッセージ性を感じることができます。
「ガイドブック」や 「支援システム」を考えてい
く場合、前提として確認しておきたい視点だと思
います。
さて、ニキリンコ氏は 「自閉」の 「社会的問題」
についても次のように説明しています。
性の問題が中核で、最も重要だと言われている。
確かに客観的に見れば、私たちが壁に突き当たる
原因は社会性の障害であることが多いし、社会性
の障害は結果も重篤なものになりやすい。しかし、
これは援助者の視点であり、当人ねヽ最 も切実′ご感
じている問題カミ 必ずしも客観的に大きな問題を
;は起こす症状と一致するとはかぎらない。たと
えば、社会性の障害とは対人関係の問題である以
上、主として相手のある場面でしか問題が起こら
ない。しかし、認知や注意力の特性、気分の変動、
こだわりなどは、相手がいようと一人だろうと関
係なく、意識がある限り常につきまとう。自閉者
本人は,時たりとも自閉者仕様の身体 ・脳を離れ
て生活することはないのだから、相手のいるとき
しか問題の起こらない 「社会性の障害」は、(た
とえ苦痛になっていても)一番基本的な問題とは
感じられないこともある。対人関係の失敗も、失
敗の原因が自分にあると気づいていない人や、そ
もそも対人関係を欲していない人にとっては、い
くら苦痛ではあっても他人事である。
「症状」とは、ケアに当たる立場の人々が、我々
の能力の凹凸を見て、援助の必要な分野を特定し
ようという動機で切り取ったものである以上、適
応上不利になる性質に偏るのは自然なことで、ニュー
トラルな性質は優先度が低いのであまり話題にの
ぼらない。一方、自開症者本人は、自分の能力の
四凸と四六時中つきあっているし、主観的にはそ
れを標準と感 じている。どの部分が障害でどの部
分がそうでないかというのは、周囲との比較で初
めて決まることが多い。自閉とは、自ヒカだ｀けに影
響するものではなく、興味 ・関 己ヽのありかた、意
欲や嗜好′ごも影響する。つまり、価値観や優先/1F
位も既に自閉の影響を受けている。援助者が自閉
児 ・者を見れば、症状ばかりが浮き上がって見え
るのかもしれないし、症状はどれも等価に見える
かもしれないが、当人の実感はそれとは違ってい
るかもしれない。 (「障害学の主張」P181-183)
「自閉」はWingの三つ組みの中でも、社会 このような内的世界の記述を見るにつけ、私た
発達障害学生の理解と修学支援ついて
ちが彼らの何を 「援助」しなければならないのか
を、真摯に考え直す必要があるといわざるを得ま
せん。私たちが考える 「社会性の障害」は、誰に
とっての 「社会性の障害」なのでしょうか。彼ら
が大学生活を送る上で、私たちが感じる困難さが
やはり 「社会性の問題」だとしたら、どこをどの
ように援助する必要があるのでしょうか。
現在、学生相談担当者が、さまざまな支援の仕
方を提案しています。その中には、ソーシャルス
キルトレーニング (SST)を適用し、相談に訪
れる学生に施行しているものを目にすることがあ
ります。たとえば、次のような事例があります。
「
“
理ふ属罫:更:可瓦
・
三百万「l
クしないので、「部屋にはいるときにはドア
をノックするのがマナーです。」と指導し、
部屋の外に出て入り直しをさせる。次回の面
接時に同じ失敗をしたら、再度部屋に入り直
i土.聾二l」萱il望.■¨二"__“"」
学生の実感とかけ離れたSSTは、彼らにとっ
てその必要性すら伝わることはありません。実際
に、たとえノックをすることができても、相談室
以外の人を訪れるときに、その部屋のドアをちゃ
んとノックできるようになるかというとそうでも
ないのです。彼らは、そこで自分への評価が低く
なることが怖いのではありません。 ドアの向こう
にいる人との交流の中で、うまくやっていけない
ことに困難さを感 じているのです。援助者が、
「まずは、出会いの始めが大切だから、ドアをノッ
クするところから指導しよう」と思うことは、今
の本人には必要のないこと、必要性の意味が見い
だせないことになるだけでしょう。
本人がその 「生きにくさ」をソーシャルスキル
の欠落だけで感じているわけではなく、さまざま
な内部感覚やこだわりもその基盤にあり、社会的
にもわからないことが多いという不安に混乱して
いる可能性も想像できる支援者でありたいもので
す。
<社会性 ・コミュニケーションに困難さを感じて
いる学生支援>
次に、「発達障害のある学生支援ガイドブック」
で、筆者が担当した 『卒業や就労 ・進学への支援一
論文の作成、卒業に向けた支援一』を紹介します。
ここでは、卒業論文作成という場を通して、本人
が感じる困難さを本人の視点で解釈し、援助者は
その内的世界を共感的に理解することの重要性を
指摘しています。また、心理面接では本人の困難
さを明確にした後、それを二人の共通課題として
認識し、一緒に適応的な振る舞いができるような
方策を考え、実行していく行動マネージメントが
必要であることを提案しています。
《論文の作成、卒業に向けた支援》
卒論には、これまでの大学生活にはなかった課
題があります。学生にとって、「卒業論文を仕上
げていく」プロセス自体がはっきりわからないこ
とのようです。支援する側は日常的な支援に加え
て、卒論を仕上げていくプロセスを段階的にサポー
トしていくためのプログラムを準備しなければな
りません。発達障害のある学生が卒業論文作成に
向けて困難を示す事柄には、次のようなことが考
えられます。
1.卒論に関する知識 ・到達目標
・これまでのレポートとの違いがわからない
・卒論に取り組む予定を立てることができな
ヽヽ
・卒論のテーマを絞りきれない (決められな
い)
2.意欲や集中力の持続
・ゼミや教員の個別指導の日時を忘れる、あ
るいは遅刻する
・授業やサークル、アルバイト等、他の活動
との調整ができない
・とりかかるまでに時間がかかる
。関心がさまざまに拡がり、卒論に集中でき
ない
。卒業後のことがJとヽ配になり、就職活動との
優先順位が混乱する
3.こだわり・コミュニケーション
・ことばの使い方や言い回しの小さな部分に
こだわり、先に進めなくなる
0するべきことよりも、気になったことを優
先 してしまう
。教員の曖昧な表現が読みとれず、自分が何
を求められているのかわからない
・行き詰まった時、再考 し手直しせず、これ
までの積み上げをご破算にする
4.気持ちのコントロール
・自分が思っているよりもできないことに絶
望する
・教員の注意や叱責にパニックになり、混乱
した態度をとる
・鬱的になり、これまでの慢性的な自己不全
感が再燃する
・被害感が強 くなり、対人的な混乱 (関係
妄想様)を示 し、引きこもる  等
これらの困難な状況に対 して、三つの支援のポ
イントをまとめてみます。
(1) 卒業論文を仕上げるまでの契約を結ぶ
まず、学生と支援者が卒業を目標とした卒論作
成に最後まで取り組むことを約束 します。この先
困難なことがあっても必ず書 くという約束をし、
その上で支援者はできる限りのサポー トを行う契
約をするのです。卒論を書き上げる過程で、彼 ら
が本質的に持っている困難さに直面する可能性が
でてきます。その時にこれまでのようにうろたえ
パニックになってしまうのではなく、適応的に行
動 し解決 していくという望ましい自己像を築いて
いくのです。卒論という課題を学生と支援者が共
有 し、彼 らの困難さを二人の間の共通課題として
外在化させます。その中で彼 らは自分の問題を客
観的に捉え、対処方法を冷静に考えることができ
ます。つまり、自己理解をすすめる作業が行われ
ているのです。卒論作成は大学生活の締めくくり
として、また将来の社会的自立に向けたよい課題
といえるでしょう。
学生には、「自分は卒論を書 く」 というはっき
りした目標を持つこと、そして、それを持ち続け
る努力をすることを常に意識させる必要がありま
す。卒論のテーマを決める時や、段階的な課題を
解決していく時、ややもすれば学生は大きな目標
を忘れ、課題に取り組むことを引き延ばしたり、
だんだん目標からずれていってしまったりしまい
がちです。このような場合、支援者は学生に、そ
のようになっている自分への自覚を促す話し合い
をし、本来の目標に軌道修正をしていきます。
このような支援は、卒論が仕上がる直前まで行
われます。学生は少しのストレスで精神的に動揺
してしまい目標への努力が停止してしまいます。
たとえば、ゼミで、「この点については調べなかっ
たの?」と言われると、それだけで無力な自分を
責められたように感じ、質問の意味が理解できず
にうろたえパニックになり、卒論が書けないと諦
めてしまいます。あるいは、後悔の念ばかりが′い
を占めることもあります。さらには、「卒論のテー
マを変えれば解決する」と、これまで積み上げて
きたことをご破算にしようとしたりします。支援
者は、彼らの目標への意識を常に目覚めさせ、継
続して取り組むよう自覚を促す必要があります。
(2) 長期的な支援
長期的な支援には、(a)漠然とした疑問や発想
を確実に結果の出るテーマにしていく,(b)卒業
論文を仕上げるということについて、大まかな活
動を時系列で把握するという2点があります。学
生がテーマに選ぶものは、自分の中の小さな疑問
や発想から出発しています。それは彼ら特有の内
的動機から生じている性質上、ユニークな点に気
づいたと高い評価を受けることがあります。とこ
ろが、学生にとってそれを客観的、科学的に組み
立てて論じる作業は、自分にとって意味のないこ
とである場合が多いのです。むしろ、自分が大切
にしたいと思う重要な部分が、消されていくよう
な違和感をもつこともあるようです。
<事例 :Aさん>
資料や参考文献を見ても、その人が書いた文
章を自分もその人と同じように百パーセント考
発達障害学生の理解と修学支援ついて
えているのかと疑間に思う。でも、エッセイの
ようになるのは、私的で駄目なような気がする。
直感でテーマが生まれたせいか、淡々と論じて、
へんに収まってしまうのは違う感じがする。
<事例 :Bさん>
文章にしていくよりも絵や図で書いた方が簡
単。ぱっと見た感じで理解できるし表現できる。
それをどうして言われると、ものすごくつまら
なくなる。先生には絵で描いたのを持っていっ
てそれを文章にしてもらう。先生は、淡々と
「これは何で?」「これはこうして書いて」と言っ
てくれる。私としてはつまらなくなるし、私が
したかったことではないと感じる。
このような場合、まず彼らの卒論への動機を十
分に聞きます。彼らがテーマにしたかったことは、
彼ら独特の視点であり世の中への関心の示し方で
もあります。そこから見えてくる彼らの内的世界
を支援者自身も気持ちを沿わせて捉えてみると、
彼らが自分の内的世界と社会生活の狭間で感じて
いる気づきや疑間が見えてくることがあります。
そこに支援者が自己一致しながら聞いていくと、
学生は共感的に受け止められたという感覚を持ち
ます。このことは彼らの大きな自信になります。
このような過程を経て、学生はようやく卒論と
いう作業を、自分のこだわりから少し解放された
ところで受け止めていきます。テーマが論文とし
て形を整えていくために、何をしていかねばなら
ないかのかを学3劫らヽの準備ができたといえるでしょ
う。指導教官との連携ができる学生は、学生の困
難さを伝えます。学生本人の了解を求め、誰 (本
人あるいは、支援者)が、どのような伝え方をす
るか (診断名を告げるか、別の説明の仕方をする
か)という点についても具体的に話し合います。
<Cさんの指導教員の言葉>
Cさんは、漠然とした疑間を明らかにするた
めにどのような手続きで論文を書いていったら
よいのかわからなかったようなので、「疑間は
疑問としてわかるが、テーマをできるだけ絞っ
て小さくてもいいから確実に結果を出すのが論
文だ」と終始伝えるように努めました。課題を
話し合い、日を決めて研究室に結果をもってく
るように言いましたが、課題ができないと来な
いので、会う約束をした日には課題ができてい
なくても来るようにと約束をし直しました。手
取り足取りの指導になりました。
卒論の進め方は、指導教官や専門分野によって
異なる場合があります。学生と支援者はず緒に大
まかな計画を確認します。ゼミの日程と個別に指
導を受ける日程をカレンダーに書き込み、卒論を
仕上げるというプロセスを継次的に捉えるように
していきます
(3) 短期的な支援
実際の日常的な支援は、週一回のペースで定期
的に行います。大き分けて、(a)より具体的で実
際的な行動へのアプローチと(b)突発的な気分の
揺れに対するカウンセリングがあります。学生は
相談日を忘れたり、間違えたりすることがありま
す。面接の枠組みが定まらなくても、支援者は、
「遅れてもいいから来る」「忘れたことに気づいた
らすぐに連絡をする」ことを約束し、学生とのつ
ながりが切れないようにします。短時間でもかま
わないので、短い周期で時間を決めて面接を継続
していきます。より具体的で実際的な行動へのア
プローチは、学生の特徴によってさまざまなケー
スが考えられます。期日を守るとか、忘れないよ
うに手帳に書く、あるいは携帯電話に登録してア
ラームがなるようにしておくとか、指導教官から
の課題の指示を記録するなど、ワーキングメモリー
の問題を補うための方法を学生と一緒に取り決め
ます。これまでどのような方法で失敗してきたか、
どのような方法だったら成功したかを聞き、本人
が一番やりやすい方法を考えていくのです。
<Dさんがパニックになったとき>
指導教官に会う約束の時間に間に合わなかっ
たとき、頭の中に一気にたくさんのことが出す
ぎて処理できない。場所とか人とか状況とかが、
コラージュのように一気に浮かんでくる。ボロ
ボロでてきて自分の行動しがちな方向にかき混
ぜられていく。我慢がきかなくなる。
このような感覚を持つ学生に支援者は、彼らの
制御しがたい情動をわかり、そのようになったと
きどうすれば適切な行動をすることができるかを
一緒に考えます。こだわりを抑えて行動するとか、
失敗したときのパニックをコントロールするのは、
かなりのエネルギーを使うようです。まさに自分
との葛藤です。気になるところがあると先に進ま
ず、さらにこだわって追求したくなるというDさ
んは、次のような手段で解決したといいます。
<Dさんの対処法>
卒論で言葉の言い回しが気になり始めました。
どんどん言葉のニュアンスにこだわり、先に進
めなくなったので、パソコンの画面でインター
ネットを開いて言葉の検索をし気分転換をしま
した。卒論のページをいったん縮小させるのが、
私のこだわりを縮小させることにつながりまし
た。気持ちの切り替えができたら、卒論の画面
を拡大して卒論作成に戻ることができました。
頭の中で、映像としてコラージュのように一気
に浮かんでくるものを、いきなり順序立てて整理
するように言っても実際的ではありません。映像
として一つずつ縮小して、順番に並べ直す作業を
していけばよいのです。このように対処法は非常
に個別的です。困難さを共有し、その学生に合っ
た方法を一緒に考えていく支援が必要です。
<終わりに>
発達障害学生の様々な困難さは生活全般にわた
りますが、大学生活のごく一部である卒業論文を
めぐる中でも、発達障害学生の困難さを際だたせ
る問題が見えてきます。卒業論文を仕上げるとい
う過程で、彼らが本質的にもっている生きにくさ
に直面する場面があるのです。発達障害学生への
援助は、①心理療法、②行動マネージメント、③
大学の援助システムの構築の三点に集約されるで
しょう。彼らのこれまでの 「生きにくさ」を言語
化する場は、何よりも大きな意味を持ちます。ざ
まざまな困難さがあったとしても、その中でも
「よりよく生きたい」という願いをもって、自分
なりに努力してきたことを確認する作業でもあり
ます。そして、これまでうまくいかなかったけれ
ど、今後もそのような結果にしかならないのでは
なく、必ずうまくいく方策はあることを伝えます。
つまり、「自分の人生」に対する肯定感と、未来
への希望を話し合いの中で見いだしていくのです。
行動マネージメントは、お互いの信頼関係と自分
発達障害学生の理解と修学支援ついて
に対する希望が失わなければ、根気強く継続的に
おこなうことで、比較的容易におこなうことがで
きるようになります。
最後に、これからの課題として考えなければな
らないのは、③大学の援助システムの構築に関す
ることになります。前述したように、障害学生へ
の修学支援は、そのほとんどが視覚障害、聴覚障
害、身体障害に対象が限定されており、発達障害
学生への支援はその他の障害に準じる形で示され
ているだけで、本来の特性に応じたきめ細やかな
支援について検討されてはいません。おそらく、
入学後に諸手続に始まって、履修届けの提出、授
業の選択、それぞれの授業形態に即した受講態度
から、日常的な生活に関することなど、学生が困
難さを感じる機会が大学生活にはあS、れています。
まずは、「軽度発達障害」についての啓蒙を図
り、これまでの障害学生の支援システムの対象を
拡げることが必要です。他の障害学生の理解 ・啓
蒙と同様のスタイルで支援が進む性質のものでは
ないかもしれませんが、少なくとも、そのような
内的世界を持つ人が存在するということ、その困
難さは目には見えないけれど、存在に関わるほど
の重大なものであることは理解可能でしょう。大
学教育全体に関わる問題として捉え、すべてのシ
ステムを見直していくことを期待したいと思いま
す。
現在のところ、障害告知を受けた学生が入学し
てくることは少ないのですが、近い将来、小 0中・
高等学校の段階で診断を受けた人が入学してくる
ことになるでしょう。これまでの障害学生の入学
に準じた対応だけでは、彼らの障害特性に応じる
ことはできないと思われます。筆者は学生相談の
立場から、発達障害学生の支援の一端を担い、不
可分であり連動するべき大学教育と学生支援の体
制づくりを提言していきたいと考えています。
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